
秋
の
学
校
林
活
動

な
り
ま
す
。

ぐ
り
を
使
っ
た
活
動
」
。
地
面
に
落
ち
た
ど

ミ
ズ
ナ
ラ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
等

ん
ぐ
り
を
拾
い
集
め
、
特
徴
を
観
察
。
（
今

月

日
（
月
）
、
標
茶
町
立
中
茶
安

の
広
葉
樹
林
は

と
な
り
、
地
図
は

年
の
ど
ん
ぐ
り
は
、
不
作
で
実
の
小
さ
い

10

24

別
小
中
学
校
で
「
秋
の
学
校
林
活
動
」
が

と

の
２
つ
の
記
号
だ
け
に
な
っ
て
し

物
が
多
い
よ
う
で
す
）
地
面
に
埋
め
て
春

行
わ
れ
、
釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

ま
い
ま
す
。

に
な
る
と
芽
を
だ
す
か
？

セ
ン
タ
ー
も
森
林
観
察
等
の
講
師
と
し
て

そ
こ
で
、
植
栽
年
の
違
い
（
木
の
大
小
）、

な
ど
を
秋
の
学
校
林
で
、
そ
れ
ぞ
れ
学

参
加
し
ま
し
た
。

場
所
（
林
地
と
湿
地
）
に
よ
っ
て
の
樹
種

習
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
小
学
生
低
学
年
（
１
）
、
小

の
違
い
等
、
学
校
林
の
特
徴
が
わ
か
る
よ

学
生
高
学
年
（
１
）
、
中
学
生
（
２
）
の

う
に
、
記
号
を
用
い
ず
絵
に
よ
っ
て
表
現

４
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、
学
校
林
の
地
図

今
回
の
活
動
で
は
、
絵
地
図
作
製
の
た

を
作
製
す
る
た
め
、
カ
ラ
マ
ツ
植
栽
地
、

め
の
植
生
調
査
を
中
学
生
グ
ル
ー
プ
が
行

学
校
林
内
の
道
路
、
散
策
路
の
測
量
を
行

い
ま
し
た
。

っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
、
測
量
し
た
散
策
路
「
タ
ヌ
キ
の

測
量
の
結
果
を
製
図
し
ま
し
た
が
、
紙

み
ち
」
と
「
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
み
ち
」
を
歩

に
表
示
さ
れ
る
の
は
点
と
線
だ
け
。
カ
ラ

き
な
が
ら
、
測
量
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
基
準

マ
ツ
林
の
形
、
道
の
線
形
は
わ
か
り
ま
す

に
「
カ
ラ
マ
ツ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
」「
ミ

が
学
校
林
の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

ズ
ナ
ラ
が
主
体
の
広
葉
樹
林
」
「
水
辺
の

せ
ん
。

近
く
で
ハ
ン
ノ
キ
が
多
い
」
「
木
の
下
に

は
ト
ク
サ
が
生
え
て
い
る
」
「
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
が
建
っ
て
い
る
の
が
測
点

」
な
ど

19

セ
ン
タ
ー
職
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

森
林
の
よ
う
す
を
測
量
図
に
書
き
込
ん
で

い
ま
し
た
。

今
回
実
施
し
た
植
生
調
査
の
記
録
は
、

美
術
部
が
加
筆
・
彩
色
等
を
行
い
、
完
成

品
は
パ
ネ
ル
に
し
て
学
校
の
廊
下
に
展
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。

小
学
生
は
、
学
校
林
の
広
場
付
近
で
、

学
校
林
に
も
多
く
、
標
茶
町
の
木
に
も
な

っ
て
い
る
ミ
ズ
ナ
ラ
を
使
っ
て
、
高
学
年

８
月
に
予
定
し
て
い
た
「
夏
の
学
校
林

グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
「
木
の
冬
ご
も
り
」
。

活
動
」
が
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

地
図
記
号
を
書
き
入
れ
て
も
、
針
葉
樹

動
く
こ
と
が
で
き
な
い
木
が
、
ど
ん
な
寒

の
で
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
学
校
林
活
動
に

林
だ
と
、
５
年
前
に
植
え
た
カ
ラ
マ
ツ
も
、

さ
対
策
を
し
て
冬
を
越
す
の
か
？

を
枯

な
り
ま
し
た
。

年
前
に
植
え
た
ト
ド
マ
ツ
も
地
図
記
号

葉
、
冬
芽
、
年
輪
等
を
観
察
し
て
。

学
校
林
地
図
の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て

30で

は

で
、
ど
ち
ら
も
同
じ
標
示
に

低
学
年
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
「
ど
ん
ぐ

い
ま
す
。

「散策路で植生を観察」

発行日

平成28年11月1日 第116号

林野庁 北海道森林管理局
釧路湿原森林ふれあい推進センター



雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
開
催

さ
て
、
雷
別
自
然
再
生
事
業
地
を
紹
介

岩
の
裂
け
目
か
ら
水
が
湧
き
だ
し
、
滝

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
は
必
ず
、
シ
ラ

と
な
っ
て
、
小
さ
な
流
れ
が
シ
ロ
ル
ト
ロ

月

日
（
水
）
、
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶

ル
ト
ロ
湖
に
注
ぐ
シ
ロ
ル
ト
ロ
エ
ト
ロ
川

湖
に
向
っ
て
い
ま
す

10

26

楽
部
が
４
回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

の
最
上
流
部
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
た
し

滝
を
目
前
で
見
て
、
流
れ
る
水
音

今
年
は
、
雷
別
自
然
再
生
事
業
地
で
、

か
に
地
図
を
見
る
と
源
流
部
で
釧
路
湿
原

を
聞
き
、
そ
の
水
に
手
を
入
れ
、
最
上

第
１
回
（
６
月
８
日
実
施
）
の
活
動
で
植

の
流
域
な
の
は
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、

流
部
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
体
感
し
て
も

樹
。
第
２
回
（
７
月
６
日
実
施
）
の
活
動

実
際
に
雷
別
に
行
っ
て
み
る
と
、
丘
陵
地

ら
い
ま
し
た
。

で
は
下
刈
を
行
い
ま
し
た
。

で
緩
や
か
な
傾
斜
が
続
き
、
沢
が
あ
る
わ

な
お
、
森
の
動
物
た
ち
も
、
こ
の
滝
を

ま
た
、
平
成

年
度
の
活
動
で
、
笹
地

け
で
も
な
く
、
浅
い
窪
地
が
あ
る
程
度
。

知
っ
て
い
て
、
周
辺
に
は
獣
道
が
あ
り
、

26

を
刈
り
払
い
防
鹿
柵
を
設
置
し
、
以
後
毎

し
か
も
水
が
流
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
上

水
飲
み
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
よ
う
で

年
、
柵
内
、
柵
周
辺
の
草
刈
を
地
道
に
実

流
部
を
実
感
で
き
ま
せ
ん
。

す
。

施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の
み

続
い
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
に
移

今
年
に
入
り
、
柵
内
の
笹
の
勢
力
が
弱

な
さ
ん
を
、
ご
案
内
し
た
の
が
「
滝
」
！

動
。
高
く
そ
び
え
る
望
楼
か
ら
、
黄
金
色

ま
り
、
笹
以
外
の
草
が
多
く
な
り
、
つ
い

（
雷
別
に
滝
っ
て
あ
っ
た
か
な
あ
？
）

へ
黄
葉
の
進
む
広
大
な
カ
ラ
マ
ツ
林
の
展

に
、
柵
内
に
た
く
さ
ん
の
シ
ラ
カ
バ
が
生

い
つ
も
作
業
を
行
っ
て
い
る
場
所
の
す

望
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぐ
近
く
に
、
規
模
は
小
さ
い
の
で
す
が
、

広
葉
樹
の
森
を
目
指
し
森
林
再
生
を
行

今
回
は
、
植
え
た
苗
木
、
下
刈
実
施
箇

滝
が
あ
っ
た
の
で
す
。

う
雷
別
自
然
再
生
事
業
地
。
荒
地
に
カ
ラ

所
の
苗
木
の
生
育
状
況
と
シ
ラ
カ
バ
稚
樹

マ
ツ
を
植
え
「
よ
み
が
え
る
大
地
」
か
ら

を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
す
こ
や
か
な
大
地
」
そ
し
て
「
う
る
わ

し
い
大
地
」
と
な
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

レ
ス
ト
。

秋
の
一
日
を
２
つ
の
森
林
で
、
過
ご
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

＊

月

日
（
日
）

11

13
２
０
１
６

「
木
育
・
森
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

イ
オ
ン
モ
ー
ル
釧
路
昭
和

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
下
さ
い
。

「ツリーシェルターを外して、苗木を確認」

「雷別で見つけた小さな滝」
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